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救急外来看護師の災害看護初期対応に関する知識・技術習得に向けた取り組み

Ⅰ．はじめに

1995 年に発生した阪神・淡路大震災において、災害初期
医療体制の遅れ等により、防ぎ得た災害死が生じたことを教
訓として「災害拠点病院」「災害派遣医療チーム（DMAT）」
「広域災害救急医療情報システム（EMIS）」などが誕生し、
整備された。また、2011 年に発生した東日本大震災を受け
て、多くの医療機関がこれまで以上に災害対応の体制（災害
対応マニュアル、アクションカード等）の見直しや、迅速に
災害対応が行える人材育成に努めている。近年地震以外に火
山噴火やゲリラ豪雨による河川氾濫等の自然災害や、スキー
バス横転事故、薬物乱用による交通事故等、多種多様な人為
災害が発生している。山崎は、「災害は進化する、多様化す
るといわれている。都市化と人口の過密化、大量高速輸送
（同時多数集車）、工場と住宅の混在化、複雑化した生活環境
やテロ問題の発生、感染症の流行等、いつ、どこで自然災
害、人為災害（事故・事件）が発生してもおかしくない現状
である」1）と述べている。
京都府下においても、祇園自動車暴走事故や亀岡自動車暴
走事故、福知山花火大会露店爆発事故等記憶に新しい。A
病院救急外来は、祇園自動車暴走事故では重傷者 1名のみを
受け入れ、福知山花火大会露店爆発事故発生時には、夜間帯
であったことから早急な受け入れ態勢が整わず、多数傷病者
の受け入れを経験することはなかった。
このような現状の中、A病院は 2015 年 4 月に京都府災害
拠点病院に指定された。災害拠点病院は、高度な医療機能を
有し、被災地からの重篤な傷病者の受け入れ・広域搬送への
対応・医療救護班の派遣等災害医療における人的、物的支援
を行い、災害時の医療救護活動の中核を担うと位置づけられ
ている。しかし、現在A病院は、災害マニュアルの見直し
や備蓄庫の整備を行っている段階であり、これまで防火訓練
以外の訓練は行われていないのが現状である。
今後、災害拠点病院としての役割が十分に果たせるよう、

全職員が災害医療・災害看護に対する知識を習得し、定期的
に訓練を実施しながら災害に備える必要がある。その中で
も、救急外来看護師は災害発生時、初動体制の立ち上げや多
数傷病者の受け入れ等初期対応に関わり、医療チームの中心
的な役割を担うことが期待されている。
そこで、今回A病院救急外来看護師を対象に災害研修会
を導入する事で、災害看護初期対応に必要な知識や技術が習
得できるのではないかと考え、研究を行ったので報告する。

Ⅱ．目　的

A病院救急外来看護師の災害看護初期対応に対する知識
と、技術向上を目指した研修会を実施し、その効果を明らか
にする。

Ⅲ．方　法

1．研究期間：平成 27 年 11 月～平成 28 年 2 月
2．研究対象：研究に同意を得られたA院救急外来看護師
25 名
3．調査方法
研究の意義・方法の説明、研究結果の公表について説明を
行い、同意を得られた看護師に対して災害研修会を実施し、
研修会講義前（以下、講義前と略す）、研修会講義後（以下、
講義後と略す）、研修会机上演習後（以下、机上後と略す）
の計 3回、災害看護 - 心得ておきたい基本的な知識 - を参考
に作成した 50 項目の質問紙（資料 1）を用いて災害看護初
期対応に関する知識量を調査した。また、併せて自由記述を
含めた災害対応等に関する意識調査を行った。また、内容の
妥当性を確認するために、本調査に先立って看護系大学の学
生 5 名と A病院 DMAT隊員 5 名に協力を依頼し、プレテ
ストを実施し、内容を修正した。そして、最終的な質問紙作
成に際し、A病院救急・災害医療システム学を専門とする
救急医及び救急看護認定看護師と協議した。
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4．研修会内容
講義 2回、机上演習 1回実施し、その前後で質問紙を用い
て調査した。講義はそれぞれ 60 分とし、【災害医療、災害看
護の概論】【災害医療体制 7 つの原則】【トリアージ方法】
【災害拠点病院】【一次トリアージ】【トリアージエリアの対
応】【二次トリアージ】の 7つの内容を実施した。机上演習
は、5名前後の少人数グループ制とし、架空病院を想定した
上で約 90 分グループワークを行った。講義内容と質問紙の
整合性を図るため、A病院救急・災害医療システム学を専
門とする救急医及び、救急看護認定看護師に助言を得て、作
成したものを使用した。
5．分析方法
属性及び講義前、講義後、机上後の各質問項目の得点につ
いて、50 項目の質問を○×の二者択一方式で回答を求めた。
そして、正解を 1点、不正解を 0点とし獲得点数を算出し、
単純集計を行った。また、7つの講義内容に沿った質問項目
を、『講義前』と『講義後』、『講義前』と『机上後』を正規
性のあるものは t 検定、非正規性のものはWilcoxon の順位
和検定を用いて比較した。統計分析には SPSSver.18 を使用
し、p<0.01 を有意とした。
質的研究者のスーパーバイズを受け、データ解釈の客観性
と妥当性を確保するために、複数人で複数回ディスカッショ
ンを行い見直した。

Ⅳ．倫理的配慮

対象看護師に対して、説明文章を用いて研究の趣旨と調査
協力は個人の自由意思であること、いつでも中断出来ること
を説明した。また個人が特定されないよう匿名での回答と
し、対象者の同意が得られない場合は調査を行わない、同意
しない場合にも職務上不利益を被る事はないこと、また、調
査開始後も随時撤回出来る事を説明した。調査回答データは
全てコード化し、個人を特定できない数値・記号とし、ネッ
トワークから隔絶された状態で特定のUSBメモリーで保管
する。記入済みの質問紙は、施錠のできるロッカーで厳重に
保管した上で、研究終了後に裁断の上、責任を持って粉砕・
破棄する。なおこの研究は京都府立医科大学倫理審査委員会
の承認（第ERB-E-295）を得ている。

Ⅴ．結　果

1．研修参加者について
看護師経験年数は、23（± 8.02）年、救急外来経験年数
は、3.3（± 2.6）年であった。参加者は全て女性であった。
2．研修前後の得点の変化について
『講義前』の質問紙調査の平均得点は 50 点満点中、32.5 点、
『講義後』が 39.4 点、『机上後』が 38.4 点であった。平均得
点の変化は『講義前』と『講義後』、『講義前』と『机上後』
において有意に増加していた。また、【災害医療体制 7つの
原則】【トリアージ方法】【一次トリアージ】では、『講義前』
と『講義後』、『講義前』と『机上後』とに有意差が認められ
た。（表 1）
3．意識調査の変化については表を参照。（表 2. 3. 4. 5）

Ⅵ．考　察

質問紙調査の平均得点の変化は『講義前』と『講義後』、
『講義前』と『机上後』において有意に増加していた。この
ことから今回の災害研修会は効果があったことが示され、災
害看護の知識の向上につながったといえる。
有意差を認めたのは、【災害医療体制 7つの原則】、【トリ
アージ方法】及び【一次トリアージの実際】であった。【ト
リアージ方法】【一次トリアージ】に関しては、A病院は
2013 年度より院内トリアージを導入し、救急外来ウォーク
イン患者に対してトリアージを行っている。傷病者をトリ
アージする為の問診やフィジカルアセスメントを行う能力を
すでに習得しており、災害時に必要なトリアージ方法に対す
る理解度・応用力共に高いことが知識の定着につながったと
推測される。
【災害医療体制 7つの原則】に関しては、『講義前』より平
均得点が高く、災害研修会を行ったことで『講義後』、『机上
後』と段階的に得点が上昇した。また、意識調査の結果にお
いても「災害発生時自分の役割を理解しているか」、「災害初
期対応について実際に行動できるか」の項目で研修後は肯定
的な回答の割合が上昇していた。これは災害研修会を実施し
たことで知識の習得に加え、認知力や行動力、また災害看護
に対する自信に影響を与えたことが示唆された。救急外来は

*

*

*

*

*

表 1　質問調査の平均得点変化（点）



－ 35 －

救急外来看護師の災害看護初期対応に関する知識・技術習得に向けた取り組み

夜間に発生した災害に対して臨時の災害対策本部となり、救
急外来看護師は初期対応に関わる。災害医療チームの中心的
役割を担える看護師として特に【災害医療体制 7つの原則】
は習得しておきたい内容であり、今回習得した知識・技術を
今後いかに維持していくかが課題である。
一方、【災害医療・災害看護の概念】【災害拠点病院】【ト
リアージエリア対応】【二次トリアージ】の 4項目は有意差
が認められなかった。【災害医療・災害看護の概念】の項目
は災害を考える上で基礎となる部分であり、今後の研修内容
を再考する必要がある。【災害拠点病院】では有意差は認め
られなかったが、『講義前』から平均得点が高く、『机上後』
には更に増加した。これは 2015 年度にA病院が災害拠点病
院に認定されたことがA病院救急外来看護師の関心を引き、
研修会を行ったことで更に意識が高まったことが結果に繋
がったと考える。【トリアージエリア対応】【二次トリアー
ジ】に関しては、講義で得た知識を机上演習で活用すること
で、災害看護初期対応技術に繋がると考えていた。しかし、
質問紙調査で技術習得を評価することは困難であり、チェッ
クリストを用いた実技テストで習得状況を評価すると把握が
しやすいのではないかと考える。
研修会前の意識調査より、80%（20 人）が災害訓練に参

加したいと回答していた。このことから、災害訓練への関心
度や参加意欲は高いことが明らかになった。自由記述では、
「机上演習が具体的で分かり易く、実際にどう動くかを学ぶ
事ができた」、「机上演習は実際に災害が起ってからの流れを
実感できグループワークの楽しさもあって印象的だった」
等、研修全体を通して印象に残った内容として 60%（15 人）
が『机上演習』と回答した。先行研究では、効果的な机上演
習は参加者のモチベーションが高まる、危機感・防災意識が
高まるという報告がされている。今後も講義形式の研修会に

加え、机上演習を効果的に行うことで更に看護師の興味を深
め、災害に対するイメージと危機感を高められると考える。
しかし、意識調査において災害時に実際に行動できると答え
た看護師は机上演習後も 0%であり、机上演習だけでは技術
の習得は困難だったと思われる。机上演習は平面上で災害看
護初期対応全体の流れをイメージできるが、実働訓練のよう
な現実感が不足しているため、机上演習と実働訓練を有効的
に行うことが災害対応能力の向上に結び付くのではないかと
考える。
A病院救急外来では、災害看護の知識・技術の習得は個々
の興味や意欲に任されており、十分な教育は行われていな
かった。しかし、災害発生時は救急医だけでなく、看護師も
中心的な役割を担う必要がある。小原は「看護職は災害発生
直後から中長期的に、広い範囲で活動し、状況に応じたさま
ざまな役割を担っている。しかし、そうした看護職の実践活
動が個々の経験にとどまり、知識・技術が充分に教育に活か
されていない現状が指摘されている。今後いかに災害看護の
実践を蓄積し、災害への備えとして教育につなげていくかが
課題である」2）と述べている。今回、講義と机上演習を含め
た災害研修会を導入することで、知識の習得に影響を与えた
ことは明らかであり、今後災害発生時に救急外来看護師とし
て中心的役割を十分に発揮できるよう、計画的な教育を考え
ていくことが課題である。
今後は講義内容を災害概論、災害医療の総論、災害医療体
制、災害サイクルに沿った医療や看護、心のケアなどに細分
化し、また、演習内容も多数傷病者に対する応急処置方法、
外傷初期対応の演習、トリアージ方法とエリア対応（演習及
びシミュレーション）などを加え、定期的に開催し、災害看
護初期対応に関する知識・技術習得の継続とレベルアップに
努めていきたい。また、救急医や救急看護認定看護師、院内

表 2　災害医療・看護に興味はあるか（％）　　n=25 表 3　災害発生時の役割を理解しているか（％）　　n=25

表 5　災害訓練に参加したいか（％）　　n=25表 4　災害対応時行動できるか（％）　　n=25
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DMAT隊員などの協力を得ながら、災害研修会全体をシ
リーズ化及びコース形式に発展させていきたいと考えてい
る。そして、災害拠点病院としての機能が果たせるよう、院
内職員を対象に、災害現場を想定した机上シミュレーション
訓練、模擬実践訓練など段階的に拡大していきたい。
研究の限界として、対象者が少人数であったことにより一
般化には至らないといえるが、本研究は、既存文献の少ない
中、貴重な資料になると考える。

Ⅶ．結　論

今回、A病院救急外来看護師を対象として、災害研修会
を行ったことで、以下の点が示唆された。
1．災害研修会を行うことで災害に関する知識の向上がみら
れた。
2．災害研修会を通して、看護師が災害看護の必要性を認識
する機会となった。
3．一度の講義、机上演習での知識・技術の定着は困難であ
り、繰り返しの研修会開催が必要である。
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資料 1：50 項目の質問紙




